
令和５年度千歳市週休２日モデル工事

実施結果及び受注者アンケートの結果について
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令和７年３月 千歳市建設部事業庶務課作成

本市は、建設業の働き方改革に資するため、令和４年 11 月に千歳市週休２日モデル工事

実施要領を策定し、令和５年４月から試行を開始しました。

令和５年度は、23 件の工事を週休２日モデル工事として発注し、そのうち繰越工事を除

く令和５年度に完成した 20 件の工事全てで４週８休を達成しました。

令和５年度に週休２日モデル工事を施工した 16 社にアンケートを実施したところ、次

のような結果が得られました。（調査期間：令和６年５月１日～５月 17 日）

令和５年度 千歳市週休２日モデル工事 実施結果

令和５年度 千歳市週休２日モデル工事 受注者アンケート結果

【結果】

・回答者の約半数は、自社の休日体系が週休２日となっていないとのこと。

・週休２日モデル工事を実施したことにより、「実際に休日が取得できた」「作業員に好

評だった」「業界の意識改革につながる」といった回答が大半を占めた。

一方、「１日当たりの作業負担が増えて作業員に不評だった」「下請けの理解を得るの

が難しかった」という回答もあった。

・週休２日の達成により増額となった工事費は、施工に必要な経費（現場管理費等）の

補填や、自社労働者の賃金、下請契約額等に反映された。

・千歳市が週休２日工事の実施に移行した場合、対応可能であると答えた会社は約半数。

対応可能ではないと回答した会社からは、「工事内容や発注時期によっては難しい」「下

請けや作業員の理解を得るのが難しい」とのことであった。

【まとめ】

・受注者の週休２日モデル工事への受け止めは、概ね好意的であった。

・週休２日工事を実施したことにより、実際に週休２日を取得できたことや、週休２日

の施工のために増額となった経費の補填につながることがわかった。

・約半数の回答者が、発注者指定方式に移行しても対応可能としていることから、令和

６年度は試行を継続し、実施の時期については引き続き検討する。

・工事内容や発注時期によっては、週休２日の施工が難しい場合もあることがわかった。

下請けや作業員の負担が増えないよう、発注者が工事内容や発注時期を考慮した上で、

週休２日工事に適した工事を見極めることが重要である。
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【１】受注者における技能労働者の休日と給与体系について

受注者における技能労働者の休日と給与の体系について、あてはまるものを１つだけ回答し

てください。

【２】週休２日モデル工事を施工したことによるメリット・デメリットについて

週休２日モデル工事を施工することによって生じたメリットとデメリットについて、

あてはまるものを全て回答してください。（複数回答可）
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作業員が休日の予定を立てやすくなった

休日に作業がないことが、近隣住民に好評だった

作業員から好評だった

業界の意識改革につながる

実際に休日を取得できた

週休２日モデル工事を施工したことによるメリット
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工期が長くなり、近隣住民に不評だった

作業員から不評だった

下請会社の理解を得るのが難しかった

作業の負担が増えた

週休２日モデル工事を施工したことによるデメリット

完全月給制

88%

日給月給制

6%

変形労働時間制

6%

技能労働者の給与体系

完全週休２日制

（毎週土日休）

44%

４週８休

（土日に

限らず）

7%

４週６休

31%

４週

５休

6%

隔週週休

２日

6%

休日年93日（週休7～8日）

6%

技能労働者の休日体系 ※全 16社回答 ※全 16社回答

※全 16社

31件回答

※全 16社

11件回答
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【３】週休２日の達成により増額となった工事請負費の活用方法について

週休２日の達成によって増額となった工事請負費について、どのように活用されましたか。

あてはまるものを全て選択してください。（複数回答可）

【４】発注者指定方式への対応について

現在、千歳市週休２日モデル工事では、【受注者希望方式】（※１）を採用していますが、

国や道では、【発注者指定方式】（※２）で実施しており、千歳市も週休２日工事の実施に

向けて、発注者指定方式への移行を検討しています。このことについて、あてはまるもの

を１つだけ選択してください。

※１【受注者希望方式】…予定価格からは週休２日の補正をせず、週休２日の達成後に

工事請負費の増額補正を行う方法。

※２【発注者指定方式】…入札の段階から週休 2 日補正による増額を見込んだ価格で

入札し、達成できなかった場合に工事請負費の減額補正を行う方法。
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特になし

下請け契約額に反映した

機械経費（賃料）増加分の補填として活用した

自社の技能労働者の賃金に反映した

共通仮設費増加分の補填として活用した

現場管理費増加分の補填として活用した

週休２日の達成により増額となった工事請負費の活用方法

発注者指定
方式に移行
しても対応

可能
44%

受注者希望方
式の継続を希

望する
56%

発注者指定方式への対応について

※全 16社

31件回答

※全 16社回答
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【５】受注者希望方式の継続を希望する理由について

前の設問で、「受注者希望方式の継続を希望する」と回答した場合は、理由を教えてください。

【６】週休２日工事の実施に向けた課題について

国や道では、週休 2 日工事を発注者指定方式で実施しており、本市も実施を検討していま

す。週休２日工事を受注する際に、課題となることや、意見等があれば教えてください。

工事の内容によって

は週休２日の施工が

難しい

34%

発注時期によっては

週休２日の施工が難

しい

33%

下請は週休２日の施

工が難しい場合があ

る

11%

作業員の負担増にな

る

11%

発注が重なる繁

忙期は難しい

11%

受注者希望方式の継続を希望する理由

・協力会社の作業員は日給制が多く、土曜も働きたい人もいる。週休２日工事を行うために

は、もう少し作業員の待遇を整えたい。

・工事書類のボリュームは年々増えている。現場は休めても、代理人は書類作成のため残業

や休日出勤しなければならないことも多い。

・悪天候等で現場が中止になった場合、技術者は書類作成などの内勤業務が出来るが、作業

員は休ませざるを得ないので、わが社は完全週休２日制への移行は難しい。

・材料の納期が予定通り行かず、遅れが生じる場合がある。

・発注時期による工期の見直しをして欲しい。

・労働日数を減らすためには、先進的な建設機械の導入も必要。設備投資が課題。

・天候に左右される仕事なので、週休２日工事が作業員への負担になる場合もある。

・工期が短い工事は、達成が難しい場合もある。

・工事の内容によっては、工期に間に合わなくなる懸念がある。

・冬季は雪で作業できないので、週休２日工事の実施が難しい。

・冬季施工は、天候や施工条件・人手不足により休めない場合もある。

・発注時期により、週休２日に対応できない場合がある。（繁忙期の専門業者不足や人材不

足のため。）

・物価高の影響もあり、週休２日の補正だけでは足りない。

・天候に左右されやすい仕事のため、受注者希望方式が望ましい。

・週休２日工事の実施に賛成です。

※9社回答
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その他自由意見（週休２日工事に関わらず、本市に望むことなど）

週休２日工事に関わらず、本市に望むことや、入職者確保のための提案をいただきました。

週休２日モデル工事の受注者アンケートへの回答にご協力をいただき、ありがとうございま

した。いただいたご意見をもとに、今後の千歳市の週休２日工事のあり方を検討してまいります。

・電子入札の導入を期待します。

・指名競争入札で、設計書等を紙で配布されると、積算ソフトで自動読み込み出来ず、手入

力となり労力がかかる。電子閲覧にして欲しい。

・「建設業は冬仕事がない」というイメージが根強い。年間を通じて安定して働けないこと

が、入職者が少ない原因だと思う。年間を通して仕事があれば高賃金で求人できるので、

ぜひ通年で発注を頂きたい。

・北海道建設管理部発注工事では【フレックス工期】（※１）を導入しているので、千歳市発

注工事でも導入を検討してほしい。

※１【フレックス工期】…発注者が設定した全体工期の中で、受注者が工事の始期・終期を

決定できる取組。北海道建設管理部では、平成 29 年１月から取組を実施している。


